
 

 

役  員  会   記  録 

 

（令和７年１０月２３日） 

出席者 

白倉 賢二、村上 博和、込谷 淳一、鯉淵 典之、大山 良雄、大嶋 清宏、岸  美紀子、 

小和瀬桂子、松﨑 利行、中里 洋一、宮久保純子、飯野 佑一、木谷 泰治、髙橋 育、 

斎藤 龍生、長谷川正俊、設楽 芳範、丸山 憲一、廣村 桂樹、小中 和子、大山 善昭、 

学友会３名 

 

報 告 事 項 

１．法人のその後の活動について 

中里理事長から、10 月９日（木）に令和７年度理事会・評議員会合同会議及び情報

交換会を開催し、冒頭に令和７年度神部記念海外留学奨励賞及び同研究奨励賞の授与

式を行い、大学院医学系研究科腫瘍放射線学の堀込瑛介先生、生体調節研究所の小松哲

郎先生及び医学系研究科生体防御学の高橋龍樹先生がそれぞれ受賞した旨の紹介があ

った。また、10月 20日（月）には、群馬県の担当部署 2名の検査員が来訪し、公益法

人の運営組織及び事業活動の状況に関する立入検査が実施された旨の報告があった。 

 

２．全国支部長・支部代表者会議について 

松﨑幹事長から、10 月 18 日（土）15 時から刀城会館において、参加者 11 名から、

活動状況の報告や支部のあり方などについて議論をした旨の報告があった。 

 

３．第４回定時総会について 
松﨑幹事長から、10月18日（土）16時から刀城会館において、27名の会場参加者が

あり、全ての議案が異議なく承認された旨、また、地域医療貢献賞の表彰、北関東医
学会の同窓会推薦講演者への感謝状贈呈式などが実施された旨の報告があった。 

 

４．留学生懇談会について 

白倉会長から、10月 20日（月）18時から刀城会館において、昭和地区に所属する留

学生及び教職員約 60名が参加し、盛会であった旨の報告があった。 

 

５．その他 
  会員の逝去について 

   松﨑幹事長から、会員の逝去について報告があり、白倉会長より物故会員へ黙祷を捧 

げた。      

 舟 橋 一 郎  先生 （昭和４２年卒） 令和７年 ９月 ９日  逝去   

  鈴 木   忠  先生 （昭和４５年卒） 令和７年１０月 １日  逝去   

  生 方 茂 雄  先生 （昭和２９年卒） 令和７年１０月 ６日  逝去   

  

審 議 事 項 

１．終身会費の変更に伴う刀城クラブ細則の改定について 
 込谷財務委員長から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認
された。 



 

 

 
２．学術集会補助金について 
   岸学術委員から、資料3-1,3-2,3-3に基づき説明があり、審議の結果、資料3-1及

び3-2については5万円を、3-3については10万円を補助することで承認された。 
資料３－１  

学術集会名：第17回日本放射線外科学会 
期日・場所：令和８年２月７日（土）日本赤十字社医療センター講堂 

(東京都渋谷区広尾4-1-22) 
申 請 者：日本赤十字社医療センター放射線腫瘍科 部長 野中哲生（H７卒） 

資料３－２ 
学術集会名：第58回制癌剤適応研究会 
期日・場所：令和８年２月２７日（金）軽井沢プリンスホテル ウエスト 

(長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢1016-87) 
申 請 者：肝胆膵外科学分野 教授  調 憲（特） 

資料３－３ 
学術集会名：第６回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会 
期日・場所：令和８年４月９日（木）～１１日（土） 

Ｇメッセ群馬(高崎市岩押町12-24) 
申 請 者：耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授 近松一朗（特） 
 

３．会報編集状況について 

   大山会報編集委員長から、資料４（会報 280 号 12 月 15 日発行予定）に基づき説明

があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

４．その他 
 ・新任理事の大嶋清宏先生及び新任監事の中里洋一先生から、ご挨拶があった。 
  なお、中里監事から、会計書類中の「受取寄付金」の科目の新設、予算書のいわゆ

る「赤字」の取扱い、本来独立して運営する支部業務における事務局の負担、につ
いて意見があった。  

 
・次回開催日時等について、令和７年１１月２７日（木）１９：００～〔 刀城会館 〕 


